




自ら学ぶ意欲を持ち、学習に関わるスキルを身につけた生徒の育成
〜主体的・対話的で深い学びの活動を通した道徳の授業づくり〜

　本校では、道徳の授業づくりを中心に２か年計画で研究を
推進しています。
　今年度は２年目のまとめの年となり、主な取組として４つ
のことを実践してきました。
１　主体的・対話的で深い学びのある道徳の授業づくり【理論
　研究】（中心発問による学び合いを通して学びを深めること
　ができる授業づくり）
２　道徳の授業づくりと指導方法の研究【課題演習】（主題やね
　らいに迫る発問の構成や学びを深める授業づくりのグルー
　プ演習）
３　校内授業交流（全教員による公開研究授業の実施と学年内
　の教員による輪番制の授業交流）
４　評価に関わる研究（授業後の学びの振り返りや生徒の学び
　の見取り方の研修，生徒の成長の様子を継続的に把握でき
　る評価の実践と交流）今後は評価に関わる研究を中心に推進
　していきます。

洞爺湖町立洞爺中学校
公開研究会 11月16日(金)

2年生道徳　Ｋ－Ｊ法を活用した生徒同士の意見
　　　　　　交流の場面

1年生道徳　中心発問におけるそれぞれの考えを
　　　　　  生徒同士で意見交流を行っている場面

自ら考え学ぶ子を目指して
〜国語科における指導事項を明確にした授業改善を通して〜

　本研究では、自ら考え学ぶ子を目指して、国語科

に軸を置き、学習指導要領に記載されている指導事

項を指導するため、よりよい言語活動を求めて授業

改善に取り組んでいます。

　そのために、今年度は、児童に身につけさせたい

力を明確にした単元指導計画を全員が作成し、授業

実践を行っています。また、研究を支える土台として、

学習規律や授業の流れ、教室環境など全校で統一を

図り、児童も教師も授業に集中して取り組めるよう

にしています。

白老町立虎杖小学校
公開研究会 次年度開催予定

3年国語科　「進行を考えて話し合おう」
　　　　　　単元計画の掲示

5年国語科
「明日をつくる
わたしたち」
提案書を書いて
いるところ








